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競技別部員不足に伴う複数校合同チーム参加ガイドライン 

 

１ 競技名   ホッケー 

 

２ 合同チームの編成基準 

（１）人数及び校数制限 

部員とは全国高等学校総合体育大会(以下「大会」という。)及び都道府県予選会

等(以下「予選会」という。)に参加申込可能な選手を指し、マネージャー等は除く。 

 

① 部員不足(１０人以下)の２校による合同チーム 

例：Ａ校・・・８人 Ｂ校・・・６人  

この場合、合計部員数が１１人以上２０人以下であること。 

但し、大会出場工ントリー数は大会参加制限の規定によるものとする。 

 

② 部員不足(１０人以下)の３校以上による合同チーム 

例：Ａ校・・・７人 Ｂ校・・・５人 Ｃ校・・・３人 

：Ａ校・・・５人 Ｂ校・・・４人 Ｃ校・・・３人 Ｄ校・・・２人 

この場合、合計部員数が１１人以上２１人以下であること。 

但し、大会出場エントリー数は大会参加制限の規定によるものとする。 

校数制限は設けない。 

 

③ 特例:部員が１１人以上校と部員不足校による合同チーム 

例：Ａ校１１～１４人 Ｂ校１～４人 

この場合、合計部員数は問わない。 

但し、大会出場エントリー数は大会参加制限の規定によるものとする。 

 

（２）編成期間 

合同チームの編成期間は、予選会参加申込から当年度の全国高等学校総合体育大

会終了時までとする。但し、一旦編成された合同チーム活動の継続性を担保するため、

以下の特例を認める。 

（特例) 

前年度に徳島県における高体連主催大会に合同チームで参加実績のある学校に

限り、翌年度に部員不足を解消した場合でも、合同チーム活動を延長することが

できる。その場合、年度初めの選手登録時に該当校長連名により都道府県高体連

会長に申請すること。 

 

（３）チーム名 

原則として編成校の校名連記とする。 
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（４）ユニフォーム 

参加校のいずれかのユニフォームを使用するか、新規に作成した合同チームのユ

ニフォームを使用。 

（５）その他 

① 合同チームとなる２校以上の部員(日本ホッケー協会登録)が各校１０人以下で

あること。 

② 全国高校総体及び各都道府県予選及び各プロック予選においてのエントリー数は、 

大会参加制限の規定によるものとする。 

③ 合同チームは必ず日本ホッケー協会にチーム登録が完了した学校でなければなら

ない。 

 

３ 合同申請手続き及び大会参加申込について 

合同チームを希望する各学校は、県高体連が定める「部員不足に伴う複数校合同チー

ム参加規定」及びホッケー競技専門部が定める本ガイドラインを確認の上、下記申請連

絡先に連絡し、申請書類を受け取ること。申請書類は該当校長連名により、申請期限ま

でに提出先へ申請すること。徳島県高体連会長の承認通知後、県総体への参加申込を期

日までに代表校長が行う。 

 

（１）申請連絡先・申請書提出先 

    ホッケー専門部委員長  福井 健持 

    〒774-0045 阿南市宝田町今市中新開 10 の 6 徳島県立阿南光高等学校 

          TEL 0884-22-1408  FAX 0884-23-5102 

          メール fukui_kenji_1@mt.tokushima-ec.ed.jp 

（２）申請期限 

    令和７年４月１８日（金）必着 

（３）承認連絡 

    令和７年４月２５日（金）17:00 までに連絡予定 

 


